作業工程計画（訓練課題作成手順）

	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	準備
	作業場所の確認・整理をすること。
工具の確認・整備をすること。
材料の確認をすること。
	

	１．配線図の作成
２．取付け位置の決定

３．取付け

４．配線

５．設定・動作確認

６．竣工検査


	実際に機器の構造、端子番号を確認し、受信機の配線の割付に従うこと。
受信機、機器収容箱、感知器ベースの取付け位置の決定。
受信機、機器収容箱は水平に取り付けること。

受信機操作部、発信機押し釦は、0.8m以上1.5m以下に取り付けること。

感知器ベースは実習場の木板の上部板に取り付けること。

受信機、総合盤、感知器ベースの取付け。
水平器を使用し、機器を取り付けること。
HP－5Pは編み組をし、HIVを2本ずつ5組にすること。

配線完了後、１００V電源がショートしていないか確認すること。

通電して動作確認を行うこと。

空き回線設定をし、使用回線は蓄積回線とする。
指導員立会いのもと行うこと。

竣工検査手順に従うこと。
	


